
１ 題材名「パンツはなぜはくの」

２ 題材について

１年生が命の大切さを学ぶ時、命の存在を知ることから始めたい。本題材では、あさがおの生長や家族か

らの手紙を通して、命の存在に気付き、自らの体を守りたいという心や態度を育む学習とした。

生活科の学習で育てたあさがおが、ようやく芽を出した時や待望の花が咲いた時、子どもたちは花の命の

誕生に大きな喜びを感じる機会となった。そこから、自分の命が生まれた時も同じような喜びがあったのか

を知りたいという思いにかられる。本時では、家族からの手紙を読んで、自分の誕生の時、大きな喜びをもっ

て迎えられたことを確認する。この喜びを友達と共有することで、一人一人の命は掛け替えのない大切なも

のだと実感することができる。

また、パンツで覆われている所には、命を生み出す器官があることを知らせ、自らの体を大切にする心や

態度を身に付けさせたい。本題材では、担任と養護教諭とのTTの学習を計画した。

３ 目 標

自分や友達の誕生の喜びに触れることで、一人一人の命が大切なものであることに気付くことができるよ

うにする。また、パンツで覆われている所には、命を生み出す大切な器官があることを伝え、清潔や安全に

配慮しようとする心を育てる。

４ 教科、領域等の内容的関連

⑴ 生活科 「あさがおを そだてよう」

⑵ 特別の教科 道徳 Ａ-3 節度、節制 Ｂ-7 感謝 Ｄ-17 生命の尊さ

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

Ｔ１＝担任 Ｔ２＝養護教諭

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

あさがおの芽が出てきた時は、どんな気持ちで
したか。
花が咲いた時は、どんな気持ちでしたか。

一粒の種に水をあげ一生懸命に世話をした、あさ
がおの発芽や開花の喜び思い起こす。

○Ｔ１：生活科で育てたあさがおに着目させ、
発芽や開花の喜びを思い起こさせる。あさが
おの生長を支えた活動（あさがおのお父さん、
お母さんとしてあさがおを守り育てた）を賞
賛する。
○水やりの活動や発芽、開花時の写真を見せる。

展
開
１

赤ちゃんの命の誕生の喜びに触れる。

あさがおの芽が出た時、嬉しかったですね。で
は、あなたが誕生した時はどうだったのでしょう
か。

○Ｔ２：赤ちゃん人形と一緒に教室に入り、赤
ちゃんが生まれた時の喜びを紹介する。
一人一人、命が生まれた時にとても喜ばれて
生まれて来たことを伝える。

指 導 事 例 体の安全、清潔

パンツはなぜはくの小学校
1年生

特別活動
学級活動

／11時間扱い

自分や友達が生まれた時は、どのように喜ばれたのでしょうか。
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展
開
１

誕生の喜びがつづられた、お家の人からの手紙を

受け取り、自分の誕生の喜びを知る。

手紙に書かれている、お家の人の嬉しい気持ち

を教えてください。

自分もクラスの友達も、それぞれが大切な命を

もっていること。

○Ｔ１：どのような喜びがあったかを家の方に

書いていただいた手紙に期待をもたせる。

○Ｔ１：喜びの声を板書し、誕生の喜びを共有

する。

○Ｔ２：手紙に書かれていた内容を、クラスの

友達と共有させる。

展

開

２

自分の体にも、命のもとができる所があることを

知る。

人の命のもとは、体のどこで作られるのか考え

てみましょう。

命のもとが作られる所は、命をつなぐ大切な役割

をもつ器官であることを知る。

男の子と女の子の服を取り、大切な役割をもつ器

官を確認する。

それぞれ大切な命のもとが作られる所を、パンツ

をはいて守っていることを知る。

パンツをはくことの他に、人の命のもとが作ら

れる大切な所を自分で守る方法を考えましょう。

○清潔に関すること

・便の拭き方は前から後

・お風呂では優しく洗う

○安全に関すること

・他の人を蹴ったり叩いたりしない。

・他の人に見せたり触らせたりしない。

○Ｔ２：人の命のもとが作られる所は、１年生

にもあることを知らせる。

○Ｔ２：人の命のもとは、大切に守られている

所にあることを知らせる。

○Ｔ１：体はどこも大切だけど、人の命のもと

が作られるところは、特別に大切な所である

ため、パンツをはいて守っていることを確認

する。（※性器について具体的には触れない）

○Ｔ１：人の命のもとが作られる所を守る方法

を考えさせる。

○Ｔ２：水着で隠れている所は、誰かが見よう

としたり、触ろうとしたりしたら「いや」と

言い、むやみに他の人に見せない、触らせな

いことが大切であることを知らせる。

ま
と
め

今日の学習で分かったこと、思ったことを教え

てください。

・自分も友達も大切な命をもっていること。

・人の命のもとが作られる所の清潔や安全に配慮

すること。

○Ｔ１：板書を使って学習を振り返り、児童た

ちの思いを膨らませる。

◆自分も友達も大切な命をもっていることを理

解している。

◆命のもとが作られる所を、清潔や安全に配慮

しようとしている。

◆自分の体を大切にする方法を理解し、日常に

生かそうとしているか。

人の命のもとは、どこで作られるのかな？
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６ 資 料

【資料１】保護者からの手紙に関する配慮事項（学級担任との打合せの内容）

① 「あなたが うまれた ときのこと」の記入に当って、保護者の方に御配慮いただく事

項

・子どもに気付かれないようにする。

・子どもが自分で読めるように、漢字は使わないようにする。

・家族の方のどなたが書いてくださってもよい。

・読む時間が限られているため、１枚に収まるようにする。

・「命の誕生の喜び」の気持ちを、より具体的に伝えてもらう。

(どの位・どのように…嬉しかった。）

② それぞれの家庭の状況に十分に配慮すること

③ 封筒や用紙の準備について

④ 配付・回収の方法について ※余裕をもって１か月前には依頼

【資料２】板書用資料例

①あさがおの発芽の写真

②あさがおの開花の写真

③あさがおの種

④全身の絵（男の子と女の子）洋服や下着が取りはずせるもの

【資料３】板書例
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１ 題材名「冬も生きている」

２ 題材について

２年生は夏の間のミニトマトの栽培を通して、野菜や植物を大切に育てる経験を積んでいる。水やりや雑

草抜きなどの世話をし、種をまいてから実がなるまでの成長を見守っていく取組を通して、自分以外の命の

存在に気付き、命を大切にしていく心や態度の育成を図っている。

児童はどんなに幼くとも、命は大切だということを漠然とは分かっているが、その大切さを意識し行動で

きるようになるためには、児童が自ら身の回りの生き物に働きかけていく体験的な学習が必要である。自分

自身の命、他者の命、植物の命など、「命」の存在をより具体的に意識できるよう、自分の変化（成長）と身

の回りの自然の変化（成長）を比べながら、体験を通して生命観をもたせるよう学習を進める。学習の題材

とした冬の木や生き物は、短期間で大きな変化を表わすことはないため、長い時間をかけて「命」を見つめ、

小さな変化（成長）に気付くことができるものの見方・考え方を育てていく。

３ 目 標

校木に関心をもち、木や生き物に長い期間継続して働きかける活動を通して、成長の様子や季節をこえた

命のつながりの大切さに気付く。

４ 教科、領域等の内容的関連

⑴ 単元構成

教科・領域 学 習 内 容 目 標

１
２
③

夏の木と冬の木に違いはあるかな？
学校にある自然を見に行こう
冬の木は寒くないのかな？

・身近な自然に関心をもつ。
・身近な自然の観察から生じた疑問を解決す
る意欲を高める。

４
５ 生 活

本当に冬でも枝がのびるのかな？
冬芽発見

・冬の間、継続して校木を観察する活動を通
して、春に向かう動植物の変化に気付き、
新しい命の姿を見付けることができる。

６
７

落ちた葉はどうなったのかな？
落ち葉の下に住む生き物がいるよ

・木の周辺にも視野を広げ、冬の間に生き物
たちがどのように生きているかに関心をも
つ。

⑵ 学習を進める上での留意点

①本事例では校木を対象とした学習展開となっている。夏から秋にかけて剪定を行う木を対象として学

習を進めるには、身近にあって、毎日、見たり触れたりすることができる街路樹や校木以外の木で学

習を進めることもできる。

②冬に取り扱う単元ではあるが、夏の木の様子との比較が必要なので、一年を通して対象の木を観察、

記録していく必要がある。

③観察の対象となる木の周辺の安全確認を十分に行う。

指 導 事 例

冬も生きている小学校
2年生

生 活

／37時間扱い
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５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

学校の周りを探検する。

木や生き物は、冬の間どのようにしているの

だろう。

予想される反応>

・木の葉が枯れて減った。

・枝が切られているようだ。

この木は生きているのかな？ 素朴な疑問を出し

合う。

○実際に木の様子を見てから本時を行うが、一度

見に行っただけでは関心をもたせることが難し

いため、児童が１年を通して学校周辺の植物に

触れる体験をしておくことが必要。

○夏の木の様子と冬の木の様子が板書で比較でき

るように、写真を提示する。

展

開

葉が落ちてしまっただけでなく、枝も切られ

ている。姿を見て感じたこと、気付いたことは

何かな。

写真を見比べたり、実際に木を見た時の様子を

思い起こしたりしながら冬の木の様子について気

付いたことを発表する。

同じ木でも季節によって姿が違うこと

・葉が全部落ちたから、枝の細いところは弱い

のかもしれない。

・夏の間にたくさん枝を切っているところを見

たよ。

生活科カードに予想した内容を書き、木の命が

どのようにつながっているのか考える。

・切っていいところと悪いところがあるんじゃ

ないかな。（人の爪や髪の毛のように）

・枝は先に伸びるほど細くて折れやすいから、

雪のせいで折れてしまうよ。

・弱い部分を雪が降る前に切ってあげれば、夏

までに強い木になれるかもしれない。

・枝を切らない木もあるから、切らなければな

らないわけがあるんだよ。

枝を切り落としたあとをもう一度見てみよう。

・小さい枝が生えているよ。

・新しい枝になるためなのかな。

他の植物と同じように、木にも必要なお世話がある。

○１か月ごとの変化が見えるように冬の木の写真

を提示する。

◆写真資料や実際に木を見た時の様子から、学校

にある木の姿が季節によって変わっていること

に気付いている。

○児童が使用できるように辞典や図鑑などの資料

を準備しておく。

◆夏の木の枝を切ることについて、自分の考えを

表現している。

○個々の考えを束ねながら、剪定した部分に着目

させ、新しい枝が生まれていることに気付くよ

うにする。

ま
と
め

新しい枝は、ちゃんと育っていくのだろうか。

・枝を切った人に聞いてみたい。

・木を毎日見て確かめたい。

○これから取り組みたいことを引き出し、次時の

活動の見通しを立てる。

夏の間は元気だったのに、枝を切ってもいいのかな？

新しい枝をつくるために切らなければならないのかもしれないよ。
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６ 資 料

【資料１】板書例

＊子どものつぶやきや疑問などを板書に表し、次の活動につながる言葉を残していく。

■せいかつかカード（例）
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１ 題材名「赤ちゃんと自分～成長の喜び～」

２ 題材について

心も体も大きくなってきた３年生。２年生でも誕生の事について学ぶ機会がある。体の発育・発達ととも

にできるようになったことも増えた。物事の捉え方や考え方、感情の表現の仕方など、明らかに乳幼児の時

とは異なっている。そこで、赤ちゃんと今の自分を比較し、「成長」というキーワードで心と体の発育・発達

を確かめながら、ここまでの「成長」の「支え」となってくれた親や身近な人たちとの関わりに目を向け、

「感謝」する心を育てるとともに、自他ともに大切にしなければならない掛け替えのない命であることに気付

かせていく。なお、２年生で誕生の事について学習しているとさらに効果的である。

また、２年生で、この内容を扱ってもよいと考える。

３ 目 標

赤ちゃんと現在の自分を比べ心と体の成長に気付き、成長に伴った周囲の人たちの支えがあることに気付

くとともに、自他ともに掛け替えのない命であることを実感し、他者への優しさや思いやりの気持ちをもつ。

４ 教科、領域の等の内容的関連

⑴ 学級活動 「男女仲良く」 ・一人一人の考え方や物の見方が大事であることに気付き、協力し合っ

てできることを実践する。

⑵ 理科 「昆虫について」 ・人の成長と比べながら昆虫の成長を捉える。

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

実際の赤ちゃん人形を手にした後に、個人のカードをそれぞれ開
いてみる。

赤ちゃんの時と今の自分の体の大きさを比べてみよう。

予想される反応>
・１年間でこんなに体重が増えている
・身長もすごく大きくなっている

生まれてから１年間の成長グラフを見てみよう。

・ものすごく大きくなるのが早いんだね。
・モンシロチョウは、卵→幼虫→さなぎ→成虫と形が変わってい
たね。
・バッタも同じだよね。

○赤ちゃん人形を抱かせて実際

の重さを体験する。その後、

赤ちゃんの時と比較した身

長・体重の個人のカードを見

て体の発育に気付かせる。

○グラフで１年間の成長の大き

さを確認。

○理科の昆虫の学習と結び付け

て考える。

指 導 事 例

赤ちゃんと自分～成長の喜び～小学校
3年生

特別活動
学級活動

／11時間扱い

「成長」するってどんなことかな？
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展

開

１

できるようになったことを考えさせ、板書しながら考える視点を
はっきりさせていく。

赤ちゃんの時と比べてできるようになったことって何だろう？

「体の成長」でできるようになったこと
「心の成長」でできるようになったこと

できるようになったことをグループで考えて交流しよう。

・走れるようになった
・体が大きくなってできることが増えた
・言葉で表現できるようになった
・場面に合わせて道具を使ったり、行動したりできるようになっ
た

○グループ交流の後、体の成長
でできるようになったこと、
知的発達によってできるよう
になったことを心と体に分け
て板書してまとめていく。

◆自分の心と体の成長につい
て、理解したことをワーク
シートに書き出している。（発
言やワークシート）

展

開

２

昆虫は自然と大きくなっていくけど、人間も同じかな？

・親に育ててもらった
・一人で育ったわけじゃないな
・今の自分がいるのは親が守ってくれたから
・おじいちゃんやおばあちゃんやたくさんの大人や友達に支えて
もらった

人の成長には多くの人の支えや関わりがあること

保育園・幼稚園の園長さんからの手紙を読む。

園長さんから手紙が来ています。読みます。

・うれしい ・お世話になったんだなぁ ・懐かしいなぁ
一人一人に保護者からの手紙を渡して読むように促す。

みんなのお家の人から手紙です。声に出さずじっくり読もよう。

・うれしい 感動だ ・涙が出ちゃう ・大事にされていたんだ
・心配かけたんだなぁ ・大変だったんだなぁ

○理科の学習と関連付けて考え

る。

○身近な人とのつながりで幼少

児期を振り返る。

○身近な人との関わりで成長を

実感できるように保護者以外

で関わりのあった人からのお

手紙を読む。（ビデオレターで

もよい）

○児童一人一人の保護者に手紙

を書いてもらい、大事に育て

られていることを気付かせ

る。

※個々の家庭状況に十分配慮す

ること

ま
と
め

一人一人で考える。

これから友達やお家の人にとどう接していくかな。

・感謝しなきゃ ・やさしくする

○自他の命を大切にする態度に

つなげる。

◆身近な人々に対するやさしさ

や思いやりの気持ちを大切に

した行動等についてワーク

シートに書き出している。

【資料・教具】

・出生時と現在の体格（身長、体重）の差を視覚的に捉えられるよう工夫したカード（紙テープを使うな

どしてグラフ化したもの）

・生まれてから一年間の成長曲線グラフと赤ちゃん人形

・保育園・幼稚園職員及び各保護者からの手紙（他者からの喜びの声で成長を実感できるようにする）

・ワークシート

みんな一人一人が大切にされて、たくさんの人に支えてもらって、心も体

も大きくなっていくんだね。
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【板書例】

87

版再 上に文の★ ノセてます★字枠

【カード（例）】

【ワークシート（例）】



１ 題材名「男女の協力を大切に」

２ 題材について

明るく元気な３年生。しかし、場面をあまり考えず、自分の気持ちを優先させるあまり、場に応じた適切

な言動が取れない子が多くいる。また、やる気が空回りしてしまい、誰かのためではなく自分がやったとい

う満足感だけで動くことが多い。場に応じて適切な言動を取れるようになってほしいと願う。そこで、中休

みの遊びの場面という具体的な場面の様子をクローズアップして、それについて考えていくことで、男女の

関わりについて、どんな姿を目指していけばよいのかを考え、最終的には男女という特性にかかわらず、一

人一人の考えが大事であると気付き、学級みんなで実践していけるようにしたい。

３ 目 標

学校生活での様々な活動を振り返って自分の姿を想像し、男女の協力、さらには、一人一人の協力が重要

であることに気付き、自分たちから進んで関わり合う姿を想像し実践していけるようにする。

４ 教科、領域の等の内容的関連

⑴ 学級活動 「赤ちゃんと自分～成長の喜び～」

・赤ちゃんの時と比べて、できるようになったことを心と体の成長と合わせて考え、できる

ことを実践していく。

⑵ 特別の教科 道徳 Ｂ-6 親切、思いやり Ｂ-9 友情、信頼 Ｂ-10 相互理解、寛容

Ｃ-12 公正、公平、社会正義 Ｃ-15 よりよい学校生活、集団生活の充実

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

学級の様々な活動場面を振り返りながら遊びの場面に焦点
をあてる。

学級遊びでの活動場面を振り返ってみよう。

予想される反応>
・男女で関わっていないなぁ
・男子が外で遊んでる ・女子は誘ってもこない
・いつもボール遊びしかしてない
・男子は乱暴 女子はおとなしすぎ
･授業では一緒に活動できるのに… ･掃除や給食当番も…

○事前に、中休みの遊びの場面や授業
での場面など具体的な場面を通して
協力につながる質問項目や男女をあ
えて意識した質問を設定したアン
ケートをとっておく。

展

開

１

グループで自由に考えを交流させる。

どうして一緒に遊ばないのか、男子と女子の立場で考え
てみよう。

・だって男子ってさ… ・女子はさ…
・ボールが怖いし、男子って勝手だもん
・女子はいつもグループで過ごしている

○男子と女子の立場に分かれて考える。
○理由を男女に分けて考えさせ、男子
だから…、女子だから…という視点
でまとめ、体の成長のことや興味の
ことなどを中心にお互いを理解して
いけるようにまとめていく。

指 導 事 例

男女の協力を大切に～みんな仲良く～小学校
3年生

特別活動
学級活動

／11時間扱い

遊ばないのはどうしてかな？
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展

開

２

・男子でも本を読んだりリコーダーが好きな人いるなぁ。

・係の仕事もしたい人がいるんじゃない？

・女子だって外で遊んでる

工夫できるように考える視点を絞っていく。

原因は何かな？

・遊び方がいつも同じだから一緒にできない…。

・誰でも楽しめるようなルールを作ればいいのかな？

・遊び方やルールを考えたらいいのかな。

・遊びたいけど…遊び方が違うから

・みんなで関わったほうがいい

・仲良く遊んで楽しい学級にしたい

グループになって案を出し合う。

みんなが一緒に遊ぶにはどうしたらいいかな？

曜日・ルール・遊び方など考える視点をはっきりさせる。

・みんなができる遊びを考える。

・全員遊びをする。 ・曜日を決める。

・お誕生日にその人のやりたい遊びをする。

○男子や女子というひとくくりから個

に目を向けさせていく。

○そこで、関わることのよさや必要性

を話し、なかよく遊べる方法を考え

ていく。

◆男女の協力、一人一人の協力の重要

性をワークシートに書き出してい

る。

ま

と

め

実践する意欲をもたせるためにその後を想像させる。

実践したらどんな学級になるか考えてみよう

・みんなで決めたことだから、ちゃんと参加しよう

・ちょっと不安だな。 ・はやくやりたいな。

男女に関わらず、一人一人が協力することで楽しい学級

をつくることができる。

○実践できたら楽しくなるということ

を想起させ意欲につなげる。

○実践したらどんな楽しいことがある

か具体的に話して楽しいイメージを

膨らませる。

○「こんな学級にしたい」という目標に

つながるようにする。

◆進んで実践しようという思いになっ

ているか。

※休み時間等に男女が仲良く遊ぶことの少ない学級を想定した展開であるが、学級の実態によっては、「好き

な遊びアンケート」等を実施し、男女の遊びの好みの違いをきっかけにした展開なども考えられる。

【資料】

・日常の生活の様子（掃除・遊び・グループでの活動など）

・学級の様子についての事前アンケート（シート①）

・グループで解決策を話し合うワークシート（シート②）

でも、本当に男女の問題なのかな？
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一人一人の事を考えて遊び方を工夫したら男女一緒に

遊べるね。



【板書例】

【シート①（例）】

【シート②（例）】
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１ 題材名「こんにちは わたしの思春期」

２ 題材について

⑴ 設定の理由

児童は、４年生になると思春期の入り口にさしかかり、女子を中心に思春期に起こる体の変化が現れ始

める。しかし、個人差が大きい時期であるため、体の変化に不安や悩みを抱えたり、友達との違いが気に

なったりする児童も多い。それは、体の変化とともに、自我の発達により心の変化も同時に現れてくるた

めであり、大人になることへの不安や憧れが複雑に入り交じっているからである。

10歳は生まれてから成人になるまでの折り返しに当たる年齢である。そこで現在の自分を中心として、

体だけではなく心や行動の成長にも目を向けさせたいと考えた。これまでは家族や周りの人たちに支えら

れ、守り育てられてきた児童に、この学習を通して、将来の命を育むための準備が自分にも始まっていく

ことを意識付けたい。そして、未来に向かって体とともに心も成長していくことの大切さについて考える

ことを通して、自他の性を肯定的に捉え、共に成長を喜び合う態度を育てたいと願い、体育（保健領域）

と道徳の時間を組み合わせて題材を構成した。

⑵ 題材構成

教科、領域等 題 材 名 目 標

1

2

3

4

体育

〔保健〕

本時>

本時>

「育ちゆく体

とわたし」

・体をよりよく発育・発達させるためには、調和のとれた生活習慣が

必要であることに気付き、実践しようという意欲をもつ。

・思春期に起こる体の変化や異性への関心について考え、体の発育・

発達には個人差や性差があることを理解する。

・思春期に起こる男女の体の変化は、命を育むための大切な準備であ

ることを知り、自他を大切にしようとする。

３ 目 標

･体をよりよく発育・発達させるためには、調和のとれた生活習慣が必要であることに気付き、実践しよ

うとする意欲を高める。

･思春期における体の変化や異性への関心について考え、体の発育・発達には個人差や性差があることを

理解する。

･男女の体の違いを理解し、思春期になると将来、命を育むための準備が始まることを理解する。

４ 教科、領域等の内容的関連

⑴ 学級活動 「男女仲良く」

⑵ 道徳 A-4 個性の伸長 B-7 感謝

指 導 事 例

こんにちは わたしの思春期小学校
4年生

体育４時間
道徳２時間

／3･44時間扱い
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５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

※本時は２時間続きの学習が効果的であると考え、90分を想定した展開例を示した。

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

思春期に起こる体の成長や変化にはどのようなものがあ
りましたか。

予想される反応>
・身長や体重が増える ・胸がふくらむ
・毛が生える ・声変わりをする ・ニキビが出る

○体つきの変化について想起させる。

展

開

男女の体の中を調べてみよう。

教科書を手掛かりにしてグループで相談し、器官の名前や
働きをワークシートに記入する。（学習カード）
・心臓、肺、腎臓、腸…男女同じだ
・ちがう器官があるよ 何だろう？

男女で違う器官は、どのような働きをしているのでしょ
うか。

・「子宮」は赤ちゃんが育つ部屋だね
・男子も「命のもと」をもっているんだ

「生きるための器官」は男女に違いはないが
「命を生み出す器官」は男女に違いがある

男女の「命を生み出す器官」の成長と働きを知ろう。

「月経」の仕組みを考える。
・子宮は卵子のためにベッドを用意するんだね
・いらなくなったベッドが月経なんだね

「精巣」の働きを考える。
・精子が作られ始めるのかな
・精子も卵子のように外に出るのかな

「射精」の仕組みを考える。
・卵子と比べると数が大きく違うね

「初経」や「精通」は、自分たちが次の命を育むた
めの準備が始まった印である

精通や初経はいつ起こるのでしょう。

・４年生位から女子で始まる人がいる
・女子の方が早く変化が始まるのかな
・思春期は女子の方が体が大きいから早い
・個人差がある

○思春期になると今まで眠っていた
「命を生み出す器官」が働き始めるこ
とを知らせる。
○自分の成長に前向きな考えができる
ように、思春期に起こる体の変化は
成長過程の一つであることをおさえ
る。

○精子と卵子の数の違いに焦点を当
て、学習を広げてもよい。

＊説明例参照

○教科書のグラフ資料を活用して考え
させる。
○個人差があることを確認する。
◆命を育むための準備のため、思春期
に体の変化が起こることを理解して
いるか。

ま

と

め

今日の学習で分かったことや感想を書きましょう。 ◆思春期に男女の体の変化が起こる意
味から、自他を大切にしようとして
いるか。
○次回は思春期の心や行動の変化につ
いて学習することを伝える。

体の中の仕組みには、男女の違いはあるのかな？

男子の「精通」や女子の「初経」は、いつ起こるのでしょうか。
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資 料

学習カード（例） 板書資料等
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１ 題材名「命のバトン」

２ 題材について

４年生になると、児童は思春期にさしかかり、男女それぞれの体つきに変化が現れ始める。また、体育（保

健領域）の学習で児童は、体つきだけでなく体の中でも変化が起こることを学習し、それらが命を育むため

の大切な準備であることも理解している。しかし、これらの変化は個人差もあり、自分たちのこれからの成

長に関心をもっているものの、不安を抱いている子も少なくない。

本時では、自分たちの命がたくさんの人の命とつながっていることに注目し、多くの愛情を受け継いだか

けがえのない命であることに気付かせ、自分の体や命を大切にする気持ちを育てたい。そのうえで、思春期

における体の変化について振り返り、次の命をつなぐ大切な仕組みであることを実感させ、自分や友達の成

長を肯定的に受け入れられるようにしたいと考え設定した。

３ 目 標

･自分の命は、多くの愛情を受け継いだ掛け替えのない命であることに気付く。

･思春期における体の変化は命を育む大切な仕組みであることを知り、自分や友達の成長を肯定的に捉え

る心をもつ。

４ 教科、領域等の内容的関連

⑴ 体育（保健）「育ちゆく体とわたし」

⑵ 総合的な学習の時間 1/2成人式

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

母親のお腹で育ってきたことを確認する。

みんなは誰から生まれてきたのかな。

・お母さん

家族と自分とのつながりを探す。

家族の〝だれ"の〝どんなところ"が似ているのかな。

・お父さんの目と似ているよ

・足の形はおじいちゃんとそっくりだよ

○事前学習として、家庭で聞き取る活動

を取り入れてもよい。

展

開

どうして似ているところが出てくるのかを考え、発表する。

家族で似ているところがあるのはどうしてかな。

・食べているものが同じだから

・同じような生活をしているから

指 導 事 例

命のバトン小学校
4年生

特別活動
学級活動

／11時間扱い

どうしてだろう？
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展

開

・お父さんの命のもとも、もらっているから
今までの学習を振り返る。

命の誕生について考えてみよう。

・お父さんの命のもとと、お母さんの命のもとがひとつ
になって、命が生まれるんだね。

担任の家系図を例に、命のつながりを考える。

お父さんやお母さんは、誰に似ているのかな。

・おじいちゃんと似てるなあ
・家族がどんどん増えていくなあ
・命はずっと続いているんだね

・命はつながっている

・たくさんの人に大切に育てられてきた命

これからの命のつながりを想起する。

家系図は、これからどのように続いていくのだろう。

・私たちがつなげていくんだね
・大人になってからじゃないかな

思春期における体の変化について復習する。
（精子、卵子、精通、初経など）

命をつなげているものは何だろう。

・精子や卵子が命のもとなんだ
・大切な変化なんだね

自分たちに起こる変化＝命をつなぐ大切な仕組み

○父親もしくは母親のみの家庭について
も、命が誕生する時には両方の命が存
在していたことを理解させる。

○黒板に家系図を書く。

○自分たちは、母親以外にもたくさんの
人の愛情で育ってきたことを理解させ
る。

○自分たちに起こる変化は、かけがえの
ない命をつなぐ大切な仕組みであるこ
とを実感させる。

ま
と
め

学習カードに記入し、発表する。

今日の学習で分かったことや感想を書きましょう。

◆自分たちのこれからの成長について、

肯定的に受け止めようとしているか。

６ 資料板書例

家族と似ているところがあるのは、たくさんの命を受

け継いでいるからなんだね。その命をつなぐ準備が、私

たちも始まっているんだね。大切にしていきたいな。
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１ 題材名「いのちの輝き」

２ 題材について

本題材は、人の誕生の仕組みについて調べる活動を通して、生命の連続性のすばらしさを感じ、生命を大

切にしようとする態度や心情を育む学習である。これまで児童は、メダカの誕生に雌と雄が必要なことや、

受精によって卵が成長を始め、やがて稚魚が生まれることを学習している。その過程で、生まれた子どもが

次の世代へと生命をつなげていることを理解している。しかし、人の母体内での成長については、児童にとっ

て未知なことがほとんどである。そこで、人の誕生や人の受精卵の母体内での成長に関心をもち、生命誕生

の仕組みを正しく認識できるように、本題材を設定した。

「人のたんじょう」は、直接的な観察や実験が困難である。そこで、図書資料や映像資料を活用したり、養

護教諭、専門医、学校医などに聞き取りをしたりして調べ学習をすることが、正しい認識に導いていく一助

になる。また、道徳の時間と組み合わせて、生命を大切にしようとする態度や心情を深めていくようにする。

３ 目 標

･人の誕生について、調べ学習の見通しをもつことができる。

･人の受精卵が母親の体内で育つ様子について、自分の課題をもち、調べ学習を進めることができる。

･調べたことを基にして発表資料を作成し、発表したり聞いたりしながら、生命の連続性を感じることが

できる。

４ 教科、領域等の内容的関連

⑴ 道徳 D-19 生命の尊さ

⑵ 単元構成

教科・領域 題材・主題名 目 標

1

②

③

４

５

理 科

本時>

「人のたんじょう」

・人の誕生について、調べ学習の見通しをもつことができる。

・人の受精卵が母親の体内で育つ様子について、自分の課題を

もち、調べ学習を進めることができる。

・調べたことをもとにして発表資料を作成し、発表したり聞い

たりしながら、生命の連続性についての見方や考え方を深め

ることができる。

⑶ 助産師との連携

① 事前打ち合わせ会で、児童や地域の実態を交流し、それに応じて、学習内容を調整・変更する。

② 理科の教科書を見て、指導内容を検討し、取り扱うべき内容を明確にする。

③ 助産師と、Ｔ１・Ｔ２……の役割分担を明確にしておく。

指 導 事 例

人のたんじょう小学校
5年生

理科５時間

／2･35時間扱い
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５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

※本時は２時間続きの学習が効果的であると考え、90分を想定した展開例を示した。

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

人の卵の母体内での成長について、調べること
を確認する。
・卵が育つ母体内の場所
・養分の取り入れ方
・受精した卵の変化の順序
・おなかの中の赤ちゃんの様子

助産師の仕事内容を知る。

助産師は、どんな仕事をするのかな？

・自分たちも、お世話になったんだね
・生命に誕生に関する、専門家だね

○インタビューの見通しをもたせるために、助産
師を紹介する。（Ｔ１）

○助産師（Ｔ２）は、自分の仕事について紹介す
る。

○図書や映像資料、助産師へのインタビューなど、
調べる方法について、見通しをもたせる。

展

開

それぞれのテーマについて資料や助産師へのイ
ンタビューを活用して調べ、学習カードにまとめ
る。
テーマ例１

受精は、どんなことなのかな？

・男性と女性が関わり合っている
・女性には子宮という臓器がある
・受精への道のりは、大変だ

テーマ例２

受精卵は、どのように成長していくのかな？

・はじめは、とても小さいね
・だんだん、人間らしくなるんだね
・動くこともあるんだね
・どんなふうに、栄養をとるのだろうか

テーマ例３

出産とは、どんなことなのかな？

・お母さんは、どんな気持ちなのかな
・胎児は、おなかの中で何をしているのかな
・助産師さんは、どんなことをするのかな

テーマ例４

新生児って、どんな感じかな？

・意外と大きいね。
・いろいろ、お世話をしなくては…。
・ぼくの弟はね…。

○Ｔ１は、それぞれの調べ学習の状況を把握し、
調べ方について助言するなどの支援を行う。

○Ｔ２（助産師）は、それぞれのテーマに関わる
質問に答えるなど、児童が正しい知識に基づい
てまとめを行うことができるよう支援する。

◆受精の仕組み、受精卵の成長について理解した
ことをワークシートに書き出している。

ま
と
め

生命の誕生の大切さについて考える。

生命の誕生って、どんなことなのかな？

・つないでいくこと
・協力し合うこと
・責任がともなうこと

○助産師との調べ学習から感じたことを交流させ
る。

◆調べ学習を通して、生命誕生の大切さを、感じ
取ることができたか。

生命の誕生について、助産師さんから学ぼう
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人は、小さな受精卵から始まる。そして、

お母さんのおなかの中で、大きな変化をしな

がら、成長していく。



留意点

① 受精の仕組みを調べるときには、映像資料を活用すると分かりやすい。

② 出産について調べるときには、あらかじめ用意した胎児の心音を聞かせると、生命誕生の時の、臨場感

に迫ることができる。

③ 新生児について調べるときには、赤ちゃん人形を活用するとよい。

赤ちゃん人形は、保健センターに問い合わせると、借用が可能である。ただし、日数に余裕をもって依

頼する必要がある。

④ まとめの段階で、命の大切さを実感することができる資料（詩など）を提示するなどの工夫が考えられ

る。

【資料】

調べ学習の時の学習カード（例）

（例）
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１ 題材名「異性の友達」

２ 題材について

高学年になり、体の変化とともに、自我の発達により心の変化も表れてくる時期である。また、児童たち

の中には、異性を意識した言動が表れ始める時期である。体育（保健領域）の学習において、４年生では「体

の変化」、５年生では「心の変化」について理解している。これが現実に自分の体や心に起こっていることと

して理解させたい。また、異性としての意識は肯定的に捉え、相手の立場を尊重しながら異性と接していく

ことの大切さを理解し、お互いを尊重しながら生活していく意識を育みたい。

３ 目 標

･思春期の体と心の発達についての理解を基に、現在の学校生活を振り返ることにより、互いに尊重し、

協力し合って生活しようとする態度を身に付ける。

４ 教科、領域等の内容的関連

⑴ 特別の教科 道徳 Ｂ-10 友情、信頼

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

事前に集計したアンケートを活用する。

アンケートを見てみましょう。

アンケートを見て、これまでに同じような経

験をしたことや周りでこんな姿を見たことはあ

るかな。その時、どんなことを感じたかな。

・普通に話したいけど、からかわれるから嫌だ

な。

・掃除の時間に男子と女子が協力できていない

よ。

同じような悩みをもっている人がいますね。

では、この悩みを解決するためにはどうした

らよいですか。

○アンケートの活用

児童の実態に合わせて内容を取り上げる。メー

ルやチャットなど学校外でのトラブルや特定の

誰かについての悩みが挙げられることも考えら

れる。特定の子どもがあげられている場合や内

容によっては、取り上げ方に十分配慮すること

が必要である。

○児童が共感でき、自分たちの手で解決できる内

容を取り上げる。

○日常の様子を写真に記録しておく等、具体的な

場面を想起させる。

○自分だけではなく、同じような悩みをもってい

る友達がいることに気付かせる。

指 導 事 例

異性の友達小学校
6年生

特別活動
学級活動

／11時間扱い

この悩みを解決するためにはどうしたらよいだろう？
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展

開

原因を探り、解決の糸口を学級全員で見つける。

どうして異性の関わりをからかったり、男子

と女子で協力できなかったりするのかな。

・自分もからかわれることがあるかもしれな

い。

・ちょっと照れくさいこともあるよ。

思春期になって、心も成長しているというこ

とで、同じように感じている人もいるんだね。

○導入で想起させたことをもとに、本音を引き出

せるようにする。

○思春期の心の変化を示す資料を提示する。

○思春期になって心が変化していることに気付か

せる。

自分だったらどんな関わりができるのか、周り

にどんなことを期待するのか考える。

みんなにとって心地よい学級にするために

は、誰とでも協力していくことが大切ですね。

学級目標実現のために、どのように関わって

いくとよいかな。

・一緒にからかわれている相手も嫌な思いをし

ているから、みんなの気持ちを考えるべきだ。

・からかっている人には注意すべきだ。

･みんなが協力するのに、男子も女子も関係な

い。

○心の発達は当然のことだが、みんなが目指すべ

きことは何なのか考えさせ、自分たちの行動に

つなげたい。

◆互いの立場を尊重しながらよりよい学級にする

ための取組について考えているか。

ま

と

め

互いの立場を尊重するような、具体的な取組を

考えてみよう。

男女が協力できるクラスにしていくために、自

分に合った取組を考えさせ、発表させる。

今日の学習から、自分がどのように取り組ん

でいくのか決めましょう。

･異性に話かけていてもからかったりしない

で、自分も話しかける。

･掃除や委員会などで、頑張っている姿に声を

かける。

○ワークシートを活用し、その後の実践を振り返

ることができるようにする。

○どのように取り組んでよいか分からない子ども

たちには、展開後半のみんなの意見を参考にさ

せたり、発表を聞いて選ばせたりする。

◆自分で決めた方法で取り組もうとしているか。

実際に取り組んでいるか。
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みんなが気持ちよく生活できるクラスにする

ためには、男女関係なく、相手の気持ちも考え

ることが大切



６ 資 料

【アンケート項目】

○異性に対して思うことは？

「ここが素敵」、「もっとこうしてほしい」「こんなことで困っている」など、具体的な場面を挙げて感

じていることを書こう。

【板書（例）】

【ワークシート（例）】
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１ 題材名「安全なコミュニケーション」

２ 題材について

児童にとって身近な存在となった、インターネットによる様々なコミュニケーション手段が発達する一方

で、悪質な情報の氾濫やSNS等を通じた犯罪なども起きている。この時期、スマートフォンやタブレット端

末、ゲーム機などでインターネットを利用している児童も少なくない。実際に利用しているインターネット

の危険性について知ることで、児童が自分で適切に情報を活用し、性犯罪等から安全を守ることができるよ

うな態度を育むための第一歩としたい。

３ 目 標

・インターネットの利便性と危険性を理解し、自ら適切に判断して使おうとする態度を身に付ける。

４ 教科、領域等の内容的関連

⑴ 特別の教科 道徳 Ａ-1 自主、自律、自由と責任

５ 指導展開例

：ねらい・課題 ：学習内容 ：発問・指示など

主な学習内容・学習活動 ○指導上の留意点 ◆評価

導

入

みなさんは、どんな時にインターネットを利
用していますか。

・調べもの ・メール ・ゲーム
・チャット ・テレビ電話

事前に集計したアンケートを提示する。

アンケートを見てみましょう。多くの人がい
ろいろな方法で利用していますね。

インターネットは、相手の名前や住所がわか
らなくても連絡し合える良さがある一方で、不
特定多数の人と連絡が取れてしまう。

知らない人から友達になろうと誘いがきた
り、ゲームのチャット機能で連絡がきたりした
ら、どうしますか。

・「ごめんなさい」と丁寧に返信する。
・チャットぐらいなら、一緒にやってみる。

○「ネットモラルけんてい」を実施するなどし、子
どもの実態を把握するとともに、学習後の変容
を見取ることも考えられる。

○多くの児童がインターネットを利用し、メール
やゲームのチャット機能を使って楽しんでいる
こと、私たちの生活を便利なものにしてくれて
いることを想起させる。

○これまでに経験していることがあれば、話題提
供させる。

○札幌市立学校ネットワークのコンテンツ「事例
で学ぶNetモラル」のアニメーション教材を活
用してもよい。

○断ることはよい対応に見えるが、返信するとさ
らに連絡が来る可能性がある。

指 導 事 例

安全なコミュニケーション小学校
6年生

特別活動
学級活動

／11時間扱い
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展

開

実際に起こったトラブルを事例に挙げて、その

危険性について知る。

原因を探り、解決の糸口を学級全員で見つける。

どうして、トラブルになってしまったのか

な？ 事例をもとに、その原因について考えて

みよう。

・優しい人だと思ったから。

・共通の話題や悩みをもっていて、相談してみ

ようと感じたから。

・軽い気持ちで…。

事例の結末について知る。

・一度ネットに流出した情報は、完全には消え

ない。

・性被害に遭うことがある。

・発信した場合には記録が残っている。

・被害者にも加害者にもなる危険性がある。

○総務省インターネットトラブル事例集を活用す

る。また、携帯やネット回線を提供している会

社等でも出前授業が行われているので活用した

い。

利用の仕方について考えさせ、話合う。

どのように利用することで、トラブルを防ぐ

ことができるのかな。

・知らない人から連絡が来ても返信しない。

・保護者の方と約束事を決めて利用する。

・何かあった時には、大人に相談する。

○何気なく使っているインターネットも危険性が

あることを知った上で、利用の仕方について話

合う。

ま

と

め

今日の学習を生かして、これからのインター

ネット利用について考え、発表する。

自分のインターネットの利用の仕方を振り返

り、何をどのようにしていくのか決めましょう。

・インターネットを使う時間と場所を親と一緒

に決める。

・知らない人から連絡があった場合は、親に知

らせる。

今日学習したことは、おうちで保護者の方と

もお話しましょう

○どのように取り組んでよいか分からない児童た

ちには、展開後半で話し合ったことを参考にさ

せたり、発表を聞いて選ばせたりする。

○自分で決めた取組について書いたプリントを保

護者の方にも見せるようにし、家庭の協力をお

願いする。また、懇談会等の活用も考えられる。

◆安全に情報社会を生きるためにインターネット

を通じたコミュニケーションの危険性について

理解したことをワークシートに書き出してい

る。

トラブルに巻き込まれないためには、どうするとよいかな？

約束を決めて、何かあった時にはすぐに大人

に相談することで安全に利用することが大切

だ。
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６ 資 料

【アンケート項目】

○インターネットを利用していますか？

○どんな時にインターネットを利用しますか？

【資料１】総務省 インターネットトラブル事例集

http://www.soumu.go.jp/main sosiki/joho tsusin/kyouiku joho-ka/jireishu.html

○「６．誘い出しによる性的被害や暴力行為」

【板書（例）】

【ワークシート（例）】
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